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年間授業計画

学習の目標

東京都立大泉高等学校　　全日制課程

地歴・地理Ｂ・地理β

3年自由選択者  1講座

今田　佳宏

大学入学共通テスト地理B　単元別問題集（駿台文庫）・データブックオブザワールド（二宮書店）・新詳地理資料COMPLETE（帝国書院）

・地理的な興味関心を深めて、地図や統計などの地理的な資料の活用能力を高める。
・大学入試センター試験受験を前提とし、自分の進路希望にあわせた学習目標の到達を目指
す。
・地理学習を通じて、世界の状況や変化に興味を持ち、今後の世界の形成に積極的に貢献で
きる人材を育成する。

単位数
教科・科目

講座名

自然環境（気候）と防災

日本の自然環境と防災

第1次産業と環境問題・持続可能な開発

24

対象学年・組

担 当 教 員

教 科 書 等

第2次産業と環境問題・持続可能な開発

単元（学習内容）

地図とその利用

自然環境（地形）と防災

ヨーロッパ地誌

アメリカ地誌

村落・都市の形成と形態

世界の交通網と通信網の発達

世界の貿易構造の変化

第3次産業と環境問題・持続可能な開発

アフリカ地誌

１学期

２学期

先進国と途上国の人口問題

人種・民族と生活・文化

現代世界の国家・国家群と紛争

・講義および問題演習を基本
とし、発問・作業形式の学習
を進める。
・予習・復習を徹底して各自
が能動的に授業に参加する
ことを基本とする。
・積極的に質問をするように
指導し、学習の理解をより深
いものとする。
・毎週大学入試の過去問をも
とにした小テストを実施し、入
試問題に慣れる。
・地図を活用し、空間的な位
置関係の把握を徹底させる。

３学期

・講義を基本とし、発問・作業
形式の学習を進める。
・予習・復習を徹底して各自
が能動的に授業に参加する
ことを基本とする。
・積極的に質問をするように
指導し、学習の理解をより深
いものとする。
・毎週小テストを実施し、学習
内容の定着を図る。

アジア地誌

評価の観点・
方法

・問題演習を通じて、地理的な内容に対する理解をより深いものにすることが出来たか。
・各自の目標とする知識レベルおよび理解レベルに到達できたか。
・地理学習を通じて、世界の現状に興味関心を持つことが出来たか。
・小テストの成績ならびに授業に取り組む姿勢を評価する。

オセアニア地誌

個別受験指導
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